
広 報

◎ 4月号

☆予算額 9億 1,400万 円

◇割 合 100%
◎村民一人当り 219,500円

(50年国調人口 4,164人 で計算 )

議 会 費

☆ 23.754千 円

◇   2.6%
◎  5,705円

☆

◇

◎

商 工 費

1.230千 円

0.1%
295円

総 務 費

☆ 138,615千 円
◇  15.2%
◎  33,289円

土 木 費

☆ 142,664千 円
◇   15。 6%
◎  34,261円

民 生 費

☆ 94,705千円

◇   10.4%
◎  22,744円

☆

◇

◎

消 防 費

50,325千 円

5.5%

12,086円

衛 生 費

☆ 119,128千 円

◇   13.0%
.0 28.609円

教 育 費

☆ 110,705千 円
◇  12.1%
◎  26.586円

労 働 費

☆ 1,435千 円
◇   0.2%
0   345円

公 債 費

☆ 84,498千円

◇  彰
0 20.293円

農林水産業費

☆ 144,937千 円

◇   15。 9%
0 34,807円

予 備 費

☆ 2.000千 円
◇   0。2%
0   480円

区 分 予 算 額 %

税 43,500千 円

地 方 譲 与 税 10,098千 円

自動車取得税交付金 8,216千円

地 方 交 付 税 459,794千 円

分担金・負担金 10,093千 円

使用料・手数料 15,783千 円

国 庫 支 出 金 96,128千 円

県 支 出 金 74,307千 円

財 産 収 入 2,993千 円

寄  附  金 500千 円

繰  入  金 13,002千 円

繰  越  金

諸  収  入 50.084千 円 0.6デ

村 債 174,100千 円

合 計 914.000千円 100

3月 議会における村長の提案理由

の説明 (52年 度予算関係分)は 2

面に。52年度予算のおもなる内容

は3,4面 に掲載しました。

発行・青森県市浦村役場/■ 集・企画室広報係
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事
故
ゼ
ロ
を
達
成
し
よ
う

利邸
墾
鉗

ｂ
重
点
は

「
新
入
学
児
童
を
守
る
こ
と
」

こ
は
議
織
聡
獄
晦
』
』
¨
轟
ゆ
い
副
餃
凛
い
”
』
¨
¨
ｒ
群
れ
た
、

時‐こ
な
構
用
錮
呻
癬
回
胤
鳥
な
い
蹴
”
ｒ

の
行
事
な
げ́

ら
住
民
の
意
識
を
高
め
る
運
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
無
事
故
、
無
違
反
に
つ
な
が
る
唯

一
の
道
で
す
。
わ
た
く
し
た
ち

村
民
は
お
互
い
に
注
意
し
合
っ
て
、
事
故
ゼ
ロ
を
達
成
し
よ
う
で
は
あ

・り
ま
せ
ん
か
。

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
　
　
　
こ
の
運
動
の
重
点
は
①
暴
走

十
日
間
、
全
国

い
っ
宅

い
に
春

　
　
・
飲
酒
運
転
の
根
絶
、
②
歩
行

の
交
通
安
全
運
動
が
く
り
広
げ
　
　
者
導
故
、
と
く
に
新
入
学
児
童

ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゃ
保
育
所
の
幼
児
の
交
通
事
故

防
止
③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の

推
進
―
に
向
け
ら
れ
ま
す
。

村
で
は
、
交
通
安
全
対
策
協

議
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
運
動

が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
村
ぐ
る
み
で
安
全
を

守
り
合
い
、
こ
の
運
動
の
成
果

を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

と
く
に
こ
の
よ
う
な
運
動
は
、

実
施
団
体
や
各
機
関
の
一
部
の

み
が

″タ
イ
コ
を
た
た
く
″
こ

と
に
な
り
が
ち
で
、
案
外
無
関

心
な
の
が
実
情
で
す
。

こ
の
た
め
、
村
対
策
協
議
会

で
は
、
村
民
み
ん
な
が
交
通
安

全
運
動
に
参
加
し
て
も
ら
お
う

と
、
全
村
民
が
守
る
べ
き
目
標

と
し
て

「十
日
間
無
事
故

・
無

違
反
」
を
テ
ー
マ
に
設
定
。
さ

ら
に
運
転
者
は
、

「子
ど
も
を

見
た
ら
速
度
を
落
と
す
」
、
歩

行
者
は
、

「道
路
の
右
を

一
列

に
歩
く
」
こ
と
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
村
民
が
順
守
す

る
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
て
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

こ
ん
ど
の
交
通
安
全
運
動
の

実
施
機
関
は
、
村
と
教
育
委
員

会
を
は
じ
め
、
交
通
安
全
協
会
、

交
通
指
導
隊
、
村
内
小
中
学
校

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
保
育
所
母
の
会
な

ど
。
各
機
関
と
も
趣
旨
の
徹
底

や
街
頭
で
の
啓
蒙
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

運
動
期
間
中
の
村
の
行
事
計

画
は
、
広
報
車
に
よ
る
啓
蒙
、

自
動
車
に
よ
る
村
内
パ
レ
ー
ド
、

安
全
協
会
員
、
指
導
隊
員
、
保

育
所
母
の
会
会
員
な
ど
が
出
動

し
て
、
横
断
歩
道
を
中
心
と
し

た
街
頭
指
導
に
つ
と
め
ま
す
。

ス
タ
ー
ル
・
ゾ
ー
ン
と
は
、

こ
ど
も
の
交
通
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
い
わ
ゆ
る

″
こ
ど
も

の
安
全
区
城
″
の
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
ど
も
の
交
通
事
故
防

止
の
た
め
に
設
け
た
ス
ク
ー
ル

・
ゾ
ー
ン
の
ね
ら
い
は
、
∩
Ｉ

ど
も
の
安
全
を
ぜ
っ
た
い
優
先
さ

せ
る
②
運
転
者
に
対
し
て
そ
の

地
域
内
に
お
け
る
安
全
運
転
の

励
行
を
徹
底
さ
せ
る
③
こ
ど
も

の
交
通
事
故
防
止
対
策
の
重
点

地
域
と
し
て
、
み
ん
な
に
安
全

な
交
通
環
境
づ
く
り
に
参
加
し

て
も
ら
う
―
な
ど
で
す
。

横晰歩道を渡って豊校する十二小のよい子たち

交

通
事

故
を
思
う

と
き
、

二
　
　
と

い
た

ゎ

り

の
心
」
を

忘

れ

度

と
く

り
返

し

て
は

い
け
な
　
　
て
は
な
ら
な

い
と
思
う
の
で
す
。

泰

交
通
事
故
で
「

如

岩

だ

し
ヽ

私
肝

知

児

日

α
ぃ
「
爆

ち
で

．

故
開
」
祥

中
（嘲

】
嘲
電
製

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

　

　

　

一

一

夫
は
そ
れ
ま
で
病
気
ら
し
い
　
　
あ
れ
か
ら
も
う
七
年
が
過
ぎ
　
　
体
と
な
る
こ
と
に
あ
る
と
思

　

が
、
み
ん
な
で
力
を
合
せ
、

病
気
を
し
な
か
っ
た
だ
け
に
、
　
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
　
　
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
と
も

　

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
達
成
し
よ

こ
と
さ
ら
の
こ
と
で
し
た
。
　
　
に
し
て
も
あ
の
い
ま
わ
し
い
　
　
に

「
ゆ
ず
り
合
い
の
気
持
ち
　
　
ぅ
で
は
ぁ
り
ま
せ
ん
か
。



書
野
・
十
三
道
）
が
初
優

第
六
回
村
民
冬
期
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
二
月
六
日
、
十
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
卓
球
、
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
パ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
三
種
目
に
熱
戦
を
く
り
広
げ
、
総
合
で
相
内
第
ニ
チ

ー
ム
が
初
優
勝
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
村
民
の
親
善
融
和

　

を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
部
落

と
健
康
保
持
、
ス
ポ
ー
ッ
振
興
　
　
別
班
対
抗
で
十
チ
ー
ム
・
五
十

| |
善  相
戦 ^_内
健 襲 第
闘 藩 三
し
た
磯
松

太
田
両
チ
1

ム  勝
| |

出かせぎ前に子どもと接触

一大喜びのお父さんたち一

体
育
館
を
う
ず
め

つ
く
し
た
全
体

，
議
場

午
前
中
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
級

で
授
業
を
参
観
、
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
姿
に
夫
婦
そ
ろ
っ
て

目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
、
体
育
館
で
冬
休
み
中
に

つ
く
っ
た
指
人
形
劇

「
き
っ
ね

の
お
つ
か
い
」
「王
仙
人
物
語
」

を
楽
し
み
、
大
き
な
拍
手
を
送

午
後
は
西
北
地
方
教
育
事
務

所
指
導
主
事

。
鶴
賀
秀
雄
先
生

が

「家
庭
環
境
と
子
ど
も
」
と

で
２
ア
ー
マ
で
講
話
、
お
母
さ

ん
た
ち
は

一
生
懸
命
メ
モ
を
と

り
な
が
ら
、
家
庭
教
育
の
あ
り

方
に
耳
を
か
た
む
け
て
い
ま
し

日
ご
ろ
学
校
に
は
縁
遠
い
お

父
さ
ん
た
ち
も
す
っ
か
り
う
ち

と
け

「子
ど
も
た
ち
の
こ
と
が

気
が
か
り
だ
っ
た
が
、
こ
れ
な

ら
安
心
し
て
出
か
せ
ぎ
に
行
け

る
」

「初
め
て
先
生
の
顔
を
見

た
」
な
ど
、
感
想
を
も
ら
し
て

い
ま
し
た
。

人

の

選

手

が

参

加

し

て

行

わ

れ

、

こ

れ

ま

で

に

な

い
盛

り

あ

が

り

を

見

せ

ま

し

た

。

な

か

で

も

、

磯

松

、

大

田

両

チ

ー

ム

の

活

躍

は

め

ざ

ま

し

く

、

磯
松
チ
ー
ム
は

一
位
に
一
点
差

と
迫
る
健
斗
ぶ
り
で
し
た
。

結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

（総
合
順
位
）

①
２３
点

。
相
内
第
二
②
２２
点

・
磯
松
③
ｌ４
点

・
大
田
④
ｌ３
点

。
十
三
第
二
⑤
ｌ３
点

・
相
内
第

四
⑥
ｌ２
点

・
相
内
第

一
⑦
ｌＯ
点

。
十
三
第

一
③
ｌＯ
点

。
相
内
第

二
③
２
点

・
轡
死
第
二
⑩
ｌ
点

・
脇
元
第

一

⌒卓
球
）

①
十
三
第
二
②
相
内
第
四
③

磯
松
④
太
田
⑤
相
内
第
二
⑥
相

内
第

一

（パ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

①
磯
松
②
相
内
第
二
③
千
三

第

一
④
相
内
第
二
⑤
相
内
第
四

⑥
相
内
第

一

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

①
相
内
第
二

・
②
太
田
③
相
内

第

一
④
磯
松
⑤
相
内
第
二
⑥
十

三
第

一

脇
元
小
学
校
で
は
今
年
も
二

月
二
十
五
日
、
「両
親
参
観
日
」

を
開
き
、
日
ご
ろ
子
ど
も
の
勉

強
ぶ
り
に
接
し
て
い
な
い
お
父

さ
ん
た
ち
か
ら
大
変
喜
ば
れ
ま

こ
の

「両
親
参
観
日
」
は
、

今
年
で
三
回
目
を
か
ぞ
え
ま
す

が
、
出
か
せ
ぎ
に
で
か
け
る
前

の
お
父
さ
ん
が
、
お
母
さ
ん
と

手
を
た
ず
さ
え
て
学
校
を
お
と

ず
れ
、
こ
の
日
集

っ
た
父
兄
は

約
百
二
十
人
。
体
育
館
を
う
ず

め

つ
く
す
ほ
ど
で
し
た
。

新

し

い
農

業

委

員

き

ま

る

　

　

武
田
量
助
Ｅ

杏

Ｉ

Ｈ
人

が

無

投

票

当

選
―

　

　

に
御
婦
一
」

（４９
聾

脚
卸

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、　
　
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
佐
藤
進
吾

（３０
）

相
内

二
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
る
予
　
　
　
新
し
く
決
ま
っ
た
委
員
は
つ
　
　
奈
良
直
美

（６７
）
　
太
田

定
で
し
た
が
、
二
十
一
日
の
届
　
　
ぎ
の
と
お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
浜
田
熊
太
郎

（６６
）
十
二

け
出
締
切
り
ま
で
に
定
数
十
一　
　
相
澤
　
治

（３５
）

磯
松
　
新
　
　
白
川
浅
次
郎

（６５
）
十
三

人
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
無
　
　
小
林
勝
雄

（６９
）

相
内
　
新
　
　
成
田
豊
太
郎

（７２
）
相
内

十三第 一 と相 内第二 が対戦 したバ レーボ ール

前 新 前 前 新 前 前 前 新
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五
十
二
年
度
の
村
の
方
針
を
決
め
る
二
月
定
例
議
会
は
、
三

月
ニ
ト
ニ
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、　
一
般
会

計
を
始
め
、
国
民
健
康
保
険
、
簡
易
水
道
事
業
な
ど
特
別
会
計

の
予
算
も
議
決
さ
れ
、
四
月

一
日
か
ら
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
十
二
年
度
の
予
算
は
、　
一
般
会
計
で
は
前
年
よ
り
二
億
六

千
万
円
増
の
九
億

一
千
四
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

生
活
環
境
の
整
備

社
会
福
祉
の
進
展
に
努
力

提
案
し
て
お
り
ま
す
が
、
五
十

一
年
度
最
終
予
算
総
額
七
億
六

千
五
百
八
万
二
千
円
と
い
た
し

予
算
の
配
分
は

住
民
の
要
求
を
勘
案

新
年
度
予
算
編
成
に
当
っ
て

は
、
前
年
度
財
政
運
用
の
実
態

を
ふ
ま
え
、
公
共
投
資
の
拡
大

策
を
念
頭
に
お
き
、
本
村
の
当

面
す
る
諸
問
題
に
対
処
す
る
こ

ち
、
社
会
資
本
の
充
実
整
備
を

は
か
る
た
め
公
共
事
業
を
積
極

的
に
推
進
し
、
生
活
環
境
の
整

備
、
社
会
福
祉
の
進
展
、
農
林

水
産
業
の
振
興
発
展
な
ど
各
分

野
に
配
慮
し
、
住
民
の
要
求
を

勘
案
し
な
が
ら
事
業
の
優
先
度

を
決
め
、
財
源
の
重
点
的
か
つ

効
率
的
な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
き

昭
和
五
十
二
年
度
予
算
を
編
成

し
ま
し
た
が
、
予
算
総
額
九
億

一
千
四
百
万
円
と
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
五
十

一
年
度
当
初

予
算
に
比
し
四
〇
％
の
伸
び
で

あ
り
、
現
計
予
算
に
比
し
二
〇

％
の
伸
び
と
な
り
当
村
と
し
て

は
大
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

大
田
、桂
川
、
十
二
に

簡
場
水
道
新
設

予
算
の
主
な
る
も
の
に
つ
い

て
大
要
を
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

先
ず
、
村
史
資
料
編
下
巻
印

刷
料
と
し
て
三
百
七
十
八
万
円
、

福
祉
バ
ス
購
入
費
と
し
て
三
百

六
十
万
円
、
簡
易
水
道
事
業
費

九
千
四
十
二
万
八
千
円
、
こ
れ

は
大
田
、
桂
川
、
十
三
各
地
区

水
道
新
設
の
た
め
の
も
の
で
あ

り
ま
す
が
、
現
計
画
で
は
総
工

費
約
二
億

一
千
万
円
に
及
ぶ
工

事
で
あ
り
ま
す
が
、
五
十
二
年

度
を
初
年
度
と
す
る
三
カ
年
計

画
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
当

初
年
度
分
と
し
て
計
上
い
た
し

村
道
の
舗
装
化
を

積
極
的
に
進
め
る

つ
ぎ
に
大
沼
老
朽
溜
池
工
事

費
三
千
百
六
十
七
万
五
千
円
、

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
建
設
費
二

千
八
百
五
十
二
万
六
千
円
、
緊

急
粗
飼
料
対
策
事
業
と
し
て
行

う
草
地
開
発
事
業
九
百
六
十
八

万
九
千
円
、
沿
岸
漁
場
整
備
開

発
事
業
五
百
万
円
、
道
路
維
持

補
修
関
係
、
側
溝
整
備
等
六
百

九
十
七
万
五
千
円
、
道
路
新
設

改
良
は
本
年
度
の
重
点
施
策
の

一
つ
と
し
て
行
う
も
の
で
相
内

太
個

。
鏡
線
、
太
田
本
線
の
舗

装
工
事
費
四
千
八
百
九
十
五
万

八
千
円
、
第
二
太
田
開
拓
道
、

桂
川
開
拓
道
、
派
立
小
路
線
、

二
軒
町
線
、
浜
道
線
、
以
上
各

線
改
良
工
事
費
九
千
九
百
十
二

万
円
、
脇
元
漁
港
修
築
費
四
百

六
十

一
万
三
十
円
、
消
防
団
第

一
分
団
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
購

入
費
七
百
七
万
等
が
そ
の
お
も

な
る
も

の
で
あ
り
ま
し
て
、

い

わ
ゆ
る
投
資

的
経
費

と

い
わ

れ
る
も

の
の
総
額
は
約
二
億

一

千
万
円
に
達
し
、
予
算
総
額

に

占
め
る
割
合

は
三
〇
％
で
あ
り

お
も
な
財
源
は

地
方
交
付
税

こ
れ
ら
に
充
当
す
る
財
源

の

お
も
な
る
も

の
は
、
地
方
交
付

税
で
あ
り
ま
す
が
、
前
年
度
実

績

に
比
し
四
％

の
伸
び

に
止
め

次

に
村
税
四
千
百
五
十
万

円
、
村
債

一
億
七
千
四
百
十
万

円
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
消
防
団
第

一
分
団
消
防
ポ

ン

プ
購
入

に
対
す
る
地
域
負
担
分

と
し
て
五
百
万
円
、
浜
道
線
改

良
工
事
を
村
が
肩
が
わ
り
実
施

す
る
た
め
の
工
事
費
八
百
万
円
、

計

一
千
三
百
万
円
を
相
内
財
産

区
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
る
こ
と

と

い
た
し
ま
し
た
。
相
内
財
産

区

で
は
、
本
年
か
ら
開
始
さ
れ

る
官
行
造
林
処
分

に
よ
る
分
収

金

の
地
域
還
元
策
と
し
て
行
う

こ
と
と
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十

一
年
は
地
方
財
政

危
機
の
年
だ
と
い
わ
れ
な
が
ら

経
過
し
、
景
気
は
回
復
す
る
こ

と
も
な
く
、
私
ど
も
の
期
待
し

た
財
政
の
好
転
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
財
政
の
運
用

に
つ
い
て
は
、
い
っ
さ
ぃ
内
部

努
力
に
頼
ら
ぎ
る
を
得
な
い
状

態
で
経
過
し
た
年
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
勢
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
十
二
月
補
正
で

約
七
百
万
円
に
及
ぷ
繰
越
赤
字

を
解
消
し
、
土
地
開
発
基
金
ヘ

一
千
万
円
を
積
み
立
て
将
来
の

行
政
機
能
団
地
造
成
へ
の
足
が

５‐
年
度
最
終
は

七
億
六
千
五
百
万
円

今
回
、
特
別
地
方
交
付
税
の

期
待
額
確
保
が
出
来
ま
し
た
の

で
土
地
開
発
基
金
へ
さ
ら
に
六

百
万
円
、
財
政
調
整
資
金
と
し

て
一
千
三
百
万
円
を
積
み
立
て

る
等
、
財
政
運
用
本
来
の
節
度

を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
中
心
に
本

日
、　
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を

二
月
定
例
村
議
会



1扮曜 J鷹三直眩 1は
3月 定例村議会では、52年度予算などをふくむ向う一年間の村の方針が熱心に審議 されました。

五
十
二
年
度
の
予
算
は
、
不
況
に
よ
る
き
び
し
い
財
政
に
も
か

か
わ
ら
ず

一
般
会
計
で
は
九
億

一
千
四
百
万
円
と
五
十

一
年
度
に

比
べ
二
億
六
千
万
円
の
増
で
二
九

・
八
％
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

ｏ
村
史
資
料
編
印
刷
料
　
一
一百

　

　

青
少
協
各
地
区
部
会
交
付
金

　

　

百
九
十
九
万
六
千
円
。

七
十
八
万
円
。
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
計
上
。
　
　
　
　
　
　
　
○
季
節
保
育
所
費
　
一
一十

一
万

村
史
資
料
編
下
巻
の
発
行

に
　
　
Ｏ
鮒
設
保
育
所
運
営
費
　
一
一十

　

　

四
千
円
。

と
も
な
う
印
刷
費

で
す
。
　
　
　
　
六
百
五
万
六
千
円
。
　
　
　
　
　
○
児
童
館
運
営
費
　
四
百
二
十

ｏ
交
通
安
全
対
策
費
　
百
七
十
　
　
ｏ
へ
き
地
保
育
所
運
営
費
　
九
　
　
　
一
万
三
千
円
。

九
万
三
千
円
。

み
ど
り
の
お
ば
さ
ん
二
人
分

の
人
件
費
百
十
四
万
円
。
金

木
地
区
安
協
負
担
金
二
十
六

万
円
が
お
も
な
内
容
。

○
参
議
院
議
員
選
挙
費
　
八
十

三
万
二
千
円
。

ｏ
指
定
統
計
調
査
費
　
十
五
万

五
千
円
。

ｏ
母
子
衛
生
対
策
事
業
　
百
六

十
万
円
。

妊
婦
検
診
、
股
脱
検
診
、
二
、

三
才
児
検
診
等

に
使
わ
れ
ま

す
。

ｏ
簡
易
水
道
事
業
　
九
千
四
十

三
万
八
千
円
。

太
田
、
桂
川
、
十
二
各
地
区

に
水
道
を
新
設
す
る
た
め
の

不
況

に
よ

っ
て
財
源

の
確
保

が
む
ず
か
し

い
と
は

い
う
も

の

の
、
当
初
予
算

で
は
、
村
始
ま

っ
て
以
来

の
大
型
予
算
と
な
り

財
源
の
比
率
状
況
を
み
る
と

村
税
や
地
方
交
付
税
、
財
産
収

入
な
ど
の

一
般
財
源
は
６２

・
３

％
。
国
、
県
支
出
金

や
村
債
、

交
付
金
な
ど
の
特
定
財
源
が
３７

・
７
％
と
な

っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
を
自
主
財
源
と
依
存
財

源
か
ら
み
る
と

…

村
税

４

・
８
％
、
使
用
料

・

手
数
料

１

・
７
％
、
繰
入
金

１

・
４
％
、
財
産
収
入
０

・
３
％

な
ど
の
自
主
財
源
が
Ю
％
。

地
方
交
付
税

５０

．
３
％
、
ゃ

国
庫
支
出
金

１０

・
５
％
、
県
支

出
金

８

・
１
％
な
ど
の
依
存
財

源
が
９０
％
と
な

っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う

に
、
五
十
二
年
度

の
台
所
は
三
割
自
治
は
お
ろ
か
、

か
ろ
う
じ
て

一
割
を
保
ち
、
九

割
が
国

や
県
の
財
源
で
ま
か
な

以
下
は
こ
と
し
の
お
も
な
施

策

に
使
わ
れ
る
予
算

の
内
容

で

下村

巻史

を資

発料

行編

ｏ
村
長
交
際
費
　
一
一百
万
円
。

○
広
報
発
行
費
　
百
五
十
二
万

三
千
円
。

ｏ
街
灯
新
設
　
八
万
円
。

○
各
種
負
担
事
業
　
八
十

一
万

九
千
円
。

内
訳
け
は
母
子
会
四
万
四
千

円
、
日
赤
奉
仕
団
二
万
円
、

更
生
保
護
五
万
円
、
身
障
者

福
祉
会
六
万
五
千
円
、
金
木

地
区
防
犯
協
会
五
万
円
、
精

薄

一
部
事
務
組
合
三
十
万
九

千
円
、
月
見
野
園
五
万
円
。

郡
社
協

一
万
二
千
円
、
村
遺

族
会
連
合
会
十
万
円
、
郡
社

会
福
祉
大
会
五
万
円
、
山
岳

遭
難
対
策
協
議
会
二
万
円
な

２６
人
乗
リ
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購
入

も
の
で
す
が
、
計
画
で
は
総

工
費
約
二
億

一
千
万
円
を
投

じ
五
十
二
年
度
を
初
年
度
と

す
る
三
カ
年
計
画
で
実
施
す

ｏ
環
境
衛
生
対
策
事
業
　
八
百

二
十
二
万
三
千
円
。

ご
み
収
集
処
理
、
海
岸
清
掃

の
ほ
か
、
西
北
五
衛
生
処
理

組
合
負
担
金
五
百
二
十
三
万

三
千
円
、
地
区
衛
生
組
織
助

成
九
万
三
千
円
。

簡
易
水
道
は
三
カ
年
計
画
で

○
福
祉
バ

ス
購
入
費
　
一
一百
六

十
四
万
六
千
円
。

こ
れ
は
二
十
六
人
乗
り
の
マ

イ
ク
ロ
バ

ス
を
予
定
し
て
い

ｏ
福
祉
電
話
設
置
費
　
四
十
万

三
千
円
。

ひ
と
り
暮
し
等

の
老
人
を
対

象

に
五
台
分
が
計
上
さ
れ
て

ｏ
老
人
福
祉
関
係
負
担
金
　
一
一

百
六
十
五
万
三
千
円
。

老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
五
十
六

万
円
、
敬
老
会
二
十
五
万
二

十
円
、
特
養
ホ
ー
ム
静
和
園

百
七
十
四
万
円
。

ｏ
青
少
年
対
策
　
一
一十
二
万
九

千
円
。

村
観
光
協
会

ヘ

二
十
万
円
助
成

○
失
業
対
策
費
　
一二
十
七
万
円

雇
用
保
険
給
付
隔
地
払
負
担

雇
用
保
険
給
付
隔
地
払
負
担

金
二
十
五
万
円
が
お
も
な
も

ｏ
出
か
せ
ぎ
対
策
費
　
百
六
万

五
千
円
。

出
か
せ
ぎ
組
合
助
成
、
出

せ
ぎ
者
健
康
診
断
、
出
か
せ

ぎ
先

へ
の
児
童
生
徒
作
品
送

付
な
ど
で
す
。

ｏ
商
工
会
助
成
　
一二
十
万
円
。

○
観
光
振
興
費
　
九
十
三
万
円

観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
印
刷
料

三
十
万
円
、
各
種
負
担
金
二

十
七
万
円
が
お
も
な
も

の
で

す
が
、
こ
の
な
か
に
は
、
二

月

に
設
立
さ
れ
た
村
観
光
協

会
助
成
金
二
十
万
円
も
ふ
く

ま
れ
て

い
ま
す
。

（
四
面

へ
続
く
）



④

ｏ
道
路
新
設
改
良
費
　
一
億

一

千
百
三
万
六
千
円
。

●
相
内
、
大
田
、
鏡
線
舗
装

に
三
千
百
二
十
万
円

（千
六

百
二
〇
層
）
●
第
二
太
田
開

拓
線
改
良

一
千
七
百
三
十
八

万
八
千
円

（三
八
九
――
）
●

大
田
本
線
舗
装

一
千
九
百
四

十
二
万

一
千
円

（
一
、
二
九

九
ｌｆ
）
●
桂
川
開
拓
線
改
良

二
千
百
二
万
七
千
円

（四
〇

〇
――
）
●
二
軒
町
線
改
良
六

百
万
円

（三
二
〇
肩
）
●
派

立
小
路
線
改
良
八
百
万
円

（

二
三
〇
―ィ
）
●
浜
道
線
改
良

事
業
八
百
万
円

（
一
七
〇
属
）

ｏ
道
路
維
持
費
　
一
千
二
百
八

万
四
千
円
。

除
雪
対
策
に
二
十
三
万
円
の

ほ
か
、
道
路
維
持
補
修
、
側

溝
整
備
に
六
百
九
十
七
万
五

千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

内
訳
け
は
●
相
内
、
太
田
鏡

線
法
面
保
護
工
事

一
千
万
円

●
岩
井
団
地
線
側
溝
補
修
工

ｏ
農
業
委
員
会
費
　
一
一百
三
十

四
万
六
千
円
。

農
業
委
員
会

の
運
営
費
等
で

ｏ
農
業
共
済
会
計
繰
出
　
百
万

円
。 相

内
に
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

事
七
十
五
万
円
●
国
道
三
三

九
号
線
側
溝
高
上
工
事
二
十

二
万
五
十
円
●
舗
装
維
持
修

繕
工
事
百
五
十
万
円
●
国
道

三
二
九
号
線
側
溝
流
末
処
理

工
事
五
十
万
円
●
十
三
後
町

側
溝
整
備
事
業
三
百
万
円
。

Ｏ
脇
元
漁
港
修
築
費
　
四
百
五

十
万
円
。

防
波
堤
、
消
波
工
と
も
に
二

十

一
＝
分
の
負
担
で
す
。

○
草
地
開
発
事
業
　
九
百
六
十

八
万
九
千
円
。

こ
れ
は
緊
急
粗
飼
料
対
策
事

業
と
し
て
岩
井
地
区
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
既
耕
地
改
良
五
百

六
十
八
万
三
千
円
と
団
体
営

十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
草
地
造

成
四
百
万
七
千
円
。

ｏ
大
沼
老
朽
溜
池
整
備
事
業

１
０
あ

―

三
千
百
六
十
七
万
五
千
円
。

五
十
年
度
か
ら
の
継
続
事
業

で
今
年
度
で
完
了
し
ま
す
。

Ｏ
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
　
一二
千
八
百
五
十
二
万
六

千
円
。

五
十

一
年
度
で
基
礎
工
事
を

終
り
、
い
よ
い
よ
本
工
事
に

か
か
り
ま
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
平
屋
建
て
四
百
平
方

メ
ー
ト
ル
で
す
。
完
成
は
七

月
末
の
予
定
。

Ｏ
沿
岸
漁
場
開
発
事
業
　
五
百

万
円
。

並
型
漁
礁
を
百
二
十
個
投
入

す
る
予
定
で
す
。

保
健

体
育
費
は

一
千
人
百
万
円

Ｏ
小
学
校
費

　

一
千
七
百
七
十

九
万
五
千
円
。

●
相
内
小
学
校
三
百
六
十

一

万

一
千
円
　
●
太
田
小
学
校

三
百
六
十
六
万
円
　
●
脇
元

小
学
校
三
百
八
十
九
万

一
千

円
　
●
十
二
小
学
校
三
百
八

十
万
円
。

ｏ
中
学
校
費
　
四
千
六
百
四
十

七
万
三
千
円
。

●
学
校
管
理
費
九
百
三
十
七

万
二
千
円
　
●
寄
宿
舎
運
営

費
三
千
五
百
四
十
万
六
千
円

○
高
等
学
校
費
　
百
七
十
五
万

八
千
円
。

ｏ
社
会
教
育
費
　
一
一百
七
十
九

万
三
千
円
。

Ｏ
保
健
体
育
費
　
一
千
七
百
九

十
八
万
円
。

●
村
民
体
育
大
会
二
十
万
円

●
体
育
協
会
三
十
万
円
　
●

県
民
体
育
大
会
三
十
万
円
等

の
負
担
金
　
●
オ
リ
エ
ン
テ

ィ
リ
ン
グ
セ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ト

ポ
ー
ル
セ

ッ
ト
購
入

に
二
十

八
万
五
千
円
が
お
も
な
も

の

で
す
。

第

一
分
団
に
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車

ｏ
常
備
消
防
負
担
　
一二
千
七
百

二
十
六
万
六
千
円
。

ｏ
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入

七
百
七
万
円

消
防
団
第

一
分
団
へ
配
置
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｏ
防
火
用
貯
水
槽
建
設
事
業

百
五
十
万
円
。

四
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
級
の
貯

水
槽

一
基

（空
地
用
）
を
建

設
し
ま
す
。

道
路
舗
装
な
ど
に
一
億

一
千
万
円

教
育
長
に

斎
藤
敏
勝
氏
を
再
任

斎
藤
教
育
長
は
大
正
十
四
年

二
月
、
書
森
師
範
学
校
事
業
。

昭
和
十
七
年
脇
元
国
民
学
校
長

と
な
り
、
以
後
、
脇
元
中
、
相

内
中
、
小
泊
中
の
各
校
長
を
歴

任
。
四
十
四
年
二
月
か
ら
教
育

委
員
、同
年
四
月
か
ら
教
育
委
員

長
を
つ
と
め
た
あ
と
、
四
十
七

年
十
月
教
育
長
に
就
任
。
今
度

が
通
算
三
期
日
で
す
。

脇
元
地
区
出
身
。

議
会
推
せ
ん
の

農
業
委
員
決
る

二
十

一
日
に
開
か
れ
た
臨
時

議
会

は
、
議
会
推

せ
ん
の
農
業

委
員
を

つ
ぎ
の
と
お
り
決
め
ま

奈
良
正
次
郎

秋
田
谷
兼
吉

四
月
十
二
日
に
開
か
れ
た
臨

時
議
会

で
、
任
期
満
了

に
伴
う

教
育
委
員
に
斎
藤
散
勝
氏
間
が

選
ば
れ
、
四
月
二
十
三
日
付
け

で
再
び
教
育
長
に
就
任
し
ま
し

68 45
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前 新

農

協

推

せ

ん

委

員

も

　

　

　

会
長
職
務
代
理
者

に
三
和
善
蔵
、

ま
た
、
農
彙
団
体
か
ら
の
機

　

県
農
薬
会
議
議
員

に
■
川
被
次

せ
ん
委
■
も

つ
ざ

０
と
お
り
灘

一
郎
のヽ
面
氏
を
選
び
ま
し
た
。

奈
良
　
・銀
菫

（
∞
）
太
田
　
前

農
委
会
長
に

武
田
長
之
助
氏

農
彙
委
員
会
の
組
織
会
は
、

二
十

一
日
開
か
れ
、
会
長
に
武

田
長
之
助
氏
を
選
ん
だ
ほ
か
、

二
月
多
ら

役
場
の
働
薔
時
■
″
か
わ
り
ま
す

●
平
日
　
午
前
八
時
十
五
分

か
ら
午
後
四
時
四
十
五
分

ま
で
。

●
土
曜
日
　
午
前
八
時
十
五

分
か
ら
平
午
ま
で
。・



⑤

ト

ラ

ッ
ク

に
積

ま

る

る

土

や
春

の
風

春

め

く

や
友

の
来

る

頃

窓

あ

け

て

迷

い
子

の

し

か

と

握

り

し

風

車

尾

を

立

て

て
走

る

子

牛

や
花

の
雨

木

の
芽

晴

く

ず

れ

て
雪

と

な

り

に

け

り

木
　
村
　
テ
イ
子

う

す

化

粧

し

て
も

未

亡

人

さ

わ

が

れ

る

言

い
分

を

ば

か

り

通

し

て
民

主

主

義

宿

題

を

マ

マ
に

や

ら

し

て
子

は

野

球

地

下

足

袋

に
暮

し

の
汗

を

し

み

こ
ま

せ

派
手
に
な
り
出
稼
ぎ
の
か

っ
ち

や
ら
熙
り
来

る

昨
日
出
発
し
津
軽
路
は
雪
深
か
け
れ
ど

椿
花
咲
く
銀
閣
寺

の
庭

受
験
の
吾
子
連
れ
行
き
じ
旅
な
れ
ば

古
都
巡
り
の
日
々
楽
し
み
て

古
都
ゆ
け
ば
爆
秦
あ
た
り
広
隆
寺

弥
勒
菩
薩

の
実

み
の
尊
さ

ひ
た
走
る
急
行
列
車

の
夜
は
明
け
て

権
現
崎

に
似
た
る
島
影
ひ
と

つ

十
二
の
無
名
子
の
か
た
本
名
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

（編
集
室
）

:  ′
"    :

桂

りII

木

村

草

花

日
本
人
の
平
均
寿
命
も
男
七

十
二
歳
、
女
七
十
七
歳
と
延
び

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か

ら

い
く
ら
延
び
た
と
し
て
も
、

不
老
不
死
は
夢

の
ま
た
夢
。

さ
て
、
人
が
亡
く
な
り
ま
す

と
、
そ
の
人
が
持

っ
て
い
た
財

産
は
、
そ
の
人
の
子
供
な
ど
に

引
き
継
が
れ
ま
す
。
そ
の
と
き

に
か
か
る
税
金
、

つ
ま
り
、
死

亡
し
た
人
の
財
産
を
相
続

や
遺

贈
に
よ
っ
て
も
ら
っ
た
と
き
に

か
か
る
税
金
が
相
続
税
で
す
。

相
続
税
の
計
算
は
、
遺
産
総

額
か
ら
非
課
税
財
産
や
債
務
、

葬
式
費
用
を
差
し
引
き
、
更
に

基
礎
控
除

（
二
千
万
円
と
法
定

相
続
人

一
人
当
り
四
百
万
円
の

合
計
額
）
を
引
い
た
残
り
の
課

税
遺
産
額
に
、
税
率
を
か
け
て

税
額
を
求
め
ま
す
。

例
え
ば
、
相
続
人
が
妻
と
子

供
二
人
の
場
合
は
、
三
千
六
百

万
円
ま
で
は
税
金
が
か
か
り
ま

せ
ん
。

な
お
、
相
続
税
の
計
算
は
、

非
課
税
財
産
や
税
額
控
除
な
ど

複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
詳

し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
税
務
署

か
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ

電
話

（２
音
一こ

四
―
三

一
三
六

相続 と税金

降
拝
薙
同ビ

上Ｉ
二
の

高
橋
信
男

さ
ん
田
は

か
ね
て
か

ら
、
村
を

と
ぉ
し
て
日
本
赤
十
字
社
に
対

し
金
色
特
別
社
員
の
入
社
申
込

み
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
正
式
に
社
員
と
し
て
金
色

有
功
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
ｏ

高
橋
さ
ん
は
日
赤
の
博
■
人

道
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
社
費
二

十
万
円
を
出
金
し
た
も
の
で
す
＾

こ
れ
は
四
十
六
年
四
月

ヽ
、
日

赤
の
社
規
が
改
正
に
な
っ
て
か

ら
本
村
で
は
高
橋
さ
ん
が
初
め

て
で
す
。

卒
業
生
に
ス
ボ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
贈
る

秦
さ
ん
が
市
浦
中

ヘ一

帆
は
、
市
浦
中
学
校
事
業
生
七

十
六
人
に
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
大
変
感
謝
さ
ノ

れ
ま
し
た
。

秦
さ
ん
は
、
事
業
生
が
進
学

や
就
戦
後
も
ス
ボ

ッ
ト
ラ
イ
ト

の
光
の
よ
う
に
明
る
ぐ
、
た
く

ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
―
と
い

う
ね
が
い
を
こ
め
、
二
月
二
十

二
日
の
事
業
式
ぼ
贈

っ
た
も
の

で
す
ｏ
こ
の
書
意
は
、
春
に
ふ

さ
ゎ
し
い
呪
る
い
語
題
と
な
り

おちついて

相手にわかる

ように目す

災

・
救
急
の
と
き

Ｉ
ｌ
９
番

ヘ
ダ
イ
ヤ
ル
を

●
火
災
の
場
合
…
地
区
名
、
場
所
、
状
態
、
日
標
に

な
る
も
の
を
知
ら
せ
る

●
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
…
事
故
の
場
所
、
患
者
は
何

人
か
、
そ
し
て
状
態
、
通
報
者
の
と
こ
ろ
と
、
な

ま
え
、
電
話
番
号
を
知
ら
せ
る
。　
　
´



⑥

国≡

に
藤

本
年
七
月
か
ら
、
老
齢
年
金
、

通
算
老
齢
年
金
、
障
害
年
金

（

一
。
二
級
）
母
子
年
金
、
準
母

子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年

金
と
も

に
、
前
年
度

の
全
国
平

均
消
費
者
物
価
指
数

の
上
昇
率

に
見
合
う
額
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
加
算
は
従
来
毎

年
九
月

に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

今
年
は
ニ
カ
月
繰
上
げ

て
七
月

と
な
り
ま
す
。

福祉 年金額の引上 げ

昭
和
五
十
二
年
度
予
算
が
き
ま
り
、
国
民
年
金
は
勉
出
年

金

・
福
祉
年
金
と
も
、
次
の
よ
う
に
、
老
齢
年
金
を
初
め
と

す
る
各
種
年
金
額
が
引
上
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
の
改

善
が
行
わ
れ
ま
す
。

ｏ
老
齢
福
祉
年
金
と
障
害
福
祉

年
金

本
人
の
所
得
制
限
が
今
年
五
　
　
　
夫
婦
の
場
合
　
年
収

一
五
三

月
分
か
ら
、
次
の
よ
う
に
緩
和
　
　
　
万
円
―

一
六
四
万
円

―

〓
あ

―

○
母
子
と
準
母
子
の
福
祉
年
金

母
と
子

一
人
の
場
合
　
年
収

二
九
六
万
円
↓
三
二
〇
万
円

（三
）
思
給
等
と
の
併
給
制

限
の
緩
和

（今
年
八
月
実

施
）

二
人
万
円
―
三
二
万
円

（今
年
十
月
実
施
）

従
来
の
支
払
月
で
あ
る

一
月
、

五
月
、
九
月
を
、
本
年
か
ら
四

月
、
八
月
、
十
二
月
に
改
め
ま

す
。

（な
お
、
十
二
月
の
支
払

は
、
受
給
権
者
か
ら
請
求
が
あ

れ
ば
、
十

一
月
に
支
払

い
ま
す
）

か
ぞ
え
て
百
歳

竹

谷

ト
ミ
さ
ん
死
去

ｄ″「お“生

奈
良
　
昭
宏

（太
田
）
勝
義

秋
田
谷
　
誠

（桂
川
）
文
春

小
倉
　
裕
子

（十
三
）
幹
郎

櫛
引
　
友
也

（脇
元
）
雄
二

伊
南
　
市
子

（磯
松
）
義
治

山
田
　
美
里

（脇
元
）
猛

村

の
最
高
齢
者

・
竹
谷
ト
ミ

さ
ん
は
二
月
十
九
日
午
前
十

一

時
三
十
分
、
老
衰
の
た
め
自
宅

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

ト
ミ
さ
ん
は
、
明
治
十

一
年

十

一
月
十
八
日
生
れ
で
九
十
八

歳
。
か
ぞ
え
て
百
歳

で
し
た
。

長
寿
番
付
で
は
四
十
七
年
か

ら
六
年
間
横
綱
の
座
を
占
め
、

み
せ
て
い
ま
し
た
。

床
に
臥
し
た
の
も
わ
ず
か

一

週
間
、
枯
木
が
折
れ
た
よ
う
な

死
は
、
さ
す
が

一
世
紀
を
生
き

抜
い
た
人
に
ふ
さ
わ
し
い
大
往

生
で
し
た
。

な
お
、
竹
谷
さ
ん
は
笹
山
た

み
さ
ん
の
長
生
き
記
録
を

一
年

更
新
し
ま
し
た
。

岡
本
　
和
大

（相
内
）
光
弘

村
元
　
真
紀

（磯
松
）
光
治

小
倉
　
大
介

（十
三
）
鉄
弘

松
橋
　
梨
絵

（車
力
）
武

一

加
藤
　
　
実

（脇
元
）
孝
治

上
野
　
正
照

（十
三
）
清
お

石
沢
　
幸
子

⌒脇
元
）
信
散

竹
谷
　
知
子

（脇
元
）
兼
春

工
藤
　
淳
也

（十
三
）
好
文

竹
谷
　
寛
明

（脇
元
）
春
逸

榔
轟

（請帥同刹蘇
一辟　麒一

（柱世由綴一
一訓　鰯一

（か疇美麟締
一鵬　椰一

（椰副韓解仁
一幅児Ｍ一

（＝岬
教科
一組
醐一

（榊同佐猥割
一輔　靭一

（韓崎
対鵜
｛醐
鶴一

（題日
一相つ一臓
は一

（情獅
対締
一瞬
鵜一

０一一一一一Ｕ

安
保
友
二
郎

（相
内
）
２７
歳

佐
々
木
秀
次

（太
田
）
″
歳

魯
西
喜
久
雄

（脇
元
）
“
歳

武
田
ヽ
ち
る

（太
田
Ｙ
６．
歳

工
藤
仁
八
郎

（相
内
）
７４
歳

竹
谷
　
ト
ミ

（脇
元
）
“
歳

り
子

（十
三
）
７‐
歳

た
け

（十
三
）
８０
歳

イ
ソ

（十
三
）
”
歳

や
よ

（十
三
）
８７
歳

簡賓雪出:

種    類 現 行 の 年 金 額

改正案の年金額

52年 :0月 か ら

老 齢 福 祉 年 金 13′ 500F弓 15′ 000F弓

障害福祉

年  金

20′ 300F弓 22′ 500R

13′ 500F弓 15′ 000円

母 子 福 祉 年 金

準母子福祉年金

子 が :人 の 時

17′ 600F弓 19′ 500R


